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に
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に
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ら
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。
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す
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n
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永
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做
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の
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ら
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ざ
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な
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水
堰
の
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資
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す
る
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萬
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し
な
ら
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費
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而
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て
其
消
费
を
恢
復
す
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に
於
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ぁ
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ら
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造
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す
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作
る
こ
ビ
は
生
產
期
間
を
良
か
ら
し 

之
等
の
人
々
の
多
く
を
興
器
具
の
製
造
よ
り
休
ま
し

|

む
る
や
o
r
其
は
寧
ろ
全
く
新
し
く

連
續
す
る
沏
問
の
始 

め
い
而
し
て
彼
等
を
し
て
彼
等
が
以
前
間
接
の
方
法
に
：
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G :

等
の
存
«
■
間
に
よ
り 

i
り
て
作
り
た
る
布
を
直
接
作
ら
し
む
^
を
得
。
其
何，

1
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の
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於
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等
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働
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つ
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々
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總
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總
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の
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均 
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資
本
財
の
變
形
す
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期
に
：よ
ち
て
示
3
る
、
生
產
一
存
續
期
間
よ
り
長
き
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り
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異
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の
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產
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す
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な
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し
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に
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縮
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間
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作
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於
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區
す
る
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ど
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せ

る
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。
而
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短
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間
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|爭」

丨

^ ̂

第
芄
膦
一
四
六 

:
斯
る
述
續
を
作
る
こ
ビ
が
生
產
の
迁
囘
的
方
法
5:
選

す

る

原

因

は

資

本

其

ぢ

の

\
额
に
於
け
る
變
化
に
し
て 

:ぶ
乙
^
、
等
し
き
が
。
注
意
深
き
條
件
を
以
て
吾
人
は
.生
産
期
間
を
長
短
せ
し

I;
る
こ

^
に
あ
ら
す

。
»:
會
的 

之

を

定

す

。
其
逍
具
を
他
用
す
る
企
業
家
は
、
彼
の
へ
元
本
を
大
な
ら
し
む
れ
ば
、
利
率
を
小
な
ら
し
む
る
を 

產
業
中
に
、
_其
道
具
製
造
人
の
仕
事
の
結
果
を
引
き
入
:
得
る
も
の
な
り
。
其
れ
故
資
本
財
及
其
生
產
期
問
の
研 

れ
る
も
の
ぞ
云
ふ
乙
ど
を
得
。
即
此
後
者
の
仕
事
は
間f

究
は
、
其
が
刹
子
ビ
稱
せ
ら
る
、
所
得
を
生
ず
る
永
久 

接
に
企
業
者
の
生
產
物
に
實
獻
す
る
な
り
。
|

:

':
:
| 

I
的
社
會
的
要
素
の
研
究
に
導
く
が
：故
に
、
利
子
間
題
を 

其
間
接
の
方
法
が
效
朵
あ
る
‘は
阿
故
な
6
.や
。
效
果
解
決
す
る
を
得
る
な
り
、

」
(Ibid. 

pp. 

277-27

00) 

w

結

を
增
大
す
る
唯
.一
の
原
因
は
道
具
其
も
の
な
り
。
.
何
故 

增
加
が
永
久
的
な
り
や
の
M
ぬ
は
、
#
ら
れ
た
る
道
具 

の
連
續
が
限
り
な
き
も
の
f

 
.ビ

云
ふ
乙VJ

な
り
。
節 

-愁
は
全
然
新
な
る
用
具
の
述
績
を
活
動
ぜ
し
む
。
其
連 

續
の
各
々
は
勞
働
者
の
手
を
じ
て「

層
能
率
あ
ら
し
む
ノ 

る
も
の
な
&

、
J 

(Ibid. 

pp. 

273-27

00)

云
々
と
、
述
べ 

た
.る
彼
は
.「

生
齑
期
間
の
研
究
は
資
本
が
永
久
的
ど
な 

る
,
造
を
明
か
な
ら
|>
む
6

K
は
、
利
子
の
原
因
は
資 

本
其
も
の
化
し
て
本
來
其
れ
を
造
る
に
要
す
る
時
如
に 

.は
非
る
こ
皮
を
示
す
な
b 

o從
っ
そ
利
子
の
^
に
i

論
し
、
以
て
利
子
は
生
產
期
間
€
は
關
係
な
き
こ
ヒ
を 

明
か
に
せ
り
。
5 £

來
彼
の
剎
子
普
遍
率
說
ば
彼
が
資
本 

抽
象
說
を
固
執
す
る
以
上
主
，張
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
も
の 

に
し
て
、'

又
之
を
主
張
す
る
が
故
に
彼
の
資
本
々
質
說 

を
生
す
る
も
の
な
b

o

今
吾
人
は
ク
ラ
ー
ク
の
說
の
大
耍
を
觀
察
し
た
る
を 

以
て
次
に
ボ
エ
ム

-
バ
グ
土
 

A

ク
の
駁
論
に
耳
を
傾
け 

ん
S

欲
す
6

ボ
エ
ム
•

バ
グ
エ
ル
ク
は
、

ク
ラ
ー

ク
が「

荇 

.

し
も
菩
人
が
道
具
の
活
動
の
結
果
を
、
消
費
財
が
*
活

動
の
結
果
でJ

し
て
發
る
點
の
方
.へ
東
め
行
く
な
ら
ば
V 

. 

吾
人
は
求
む
る
點
^
達
す
る
こ
ビ
な
く
し
て
永
久
に
其 

れ
に
從
ふ
可
し
。
生
產
期
間
は
文
明
€

共
に
^

b
而
し 

て
'終
り
な
き
*^
-
。̂
彼
等
を
延
長
す
る
こV

は
不
可
能 

な
り
、」

云
々
ぞ
述
べ
た
る
に
對
し
て
明
言
し
て
日
( 

「
positive T

h
e
o
r
y

の
観
者
は
其
八
十
八
頁
^
於
て
殆 

ん
^
之
を
阆
じ
言
葉
を
以
て
同
じ
思
想
を
說
明
せ
し
，を

照
す
八
こ3

と
を
# -

。
余
が
迂
囘
的
な
る
生
產
過
程
の
擴 

張
或
は
延
長
に
關
し
て
、
叉
賢
本
主
義
の
程
度
に
關
し 

て
意
見
を
述
べ
し
場
合
^

は
、
今
說
明
せ
し
意
味
に
於 

，て
解
釋
せ
ら
れ
ざ
石
可
ら
ず
。：
過
程
の
提
短
、
.其
搬
張 

或
は
縮
少
は
勞
働
の
最
初
の
原
子
^
最
後
の
原
子
を
の 

消
費
の
間
に
存
す
る
絕
體
的
沏
間
に
ょ
り
て
測
龙
せ
ら 

る
べ
き
に
あ
ら
す
。
而
も
勞
働
及
土
地
效
用
に
於
け
る

見
：る
べ
：し
。
'
然
れ
ど
毛
彼

('V

ラ
ー
ク)

は
之
X

產
期
間
0
計
算
に
は
一1

方
法
：め
り
ど
沄
ふ
事
實
の
詳
細 

な
る
說
明
を
見
る
，ベ
し
0
人
は
絕
體
的
■
間(absolute 

period) 

'を
參
照
す
る
こ
^
を
得
。
其
は
、
最
彻
の
手 

:が
そ
の
韻
初
の
仲
介
生
產
物
の
« !
造
に
下
さ
れ
た
る
瞵 

:

間

ょ

則

そ

の

も

の

、
完
成
に
迄
許
算
'せ

ら

る

>な 

.り
。：
栽
し
又
人
は
、
股
始
：生
産
力
-
勞
働
、
及
土
地
の
效 

:f
f
l丨
如
何
な
る
仕
事
に
.於
て
も
引
緻
き
て
ff
l
ひ
ら
，る
、 

も
の
ク；レ
し
て
の
I_

の
消
费
定
完
成
さ
れ
た
る
Jt
l

w 

の
製
造
ビ
0
間
に
、
.平
均
し
て
、
經
過
す
る
期
間
を
參

平
均
期
間
に

ょ
9
て
测
走
せ
ら
る
べ
き
な
り

/0
從
つ
て 

生
産
期
間
の
延
技
は
或
る
他
の
意
味
に
於
て
不
可
能
な 

b. 

t
云
ふ
ク
ラ
ー
ク
の
議
論
は
、
彼
の
主
張
せ
ざ
る
說 

に
反
對
し
て
向
け
ら
れ
た
る
議
論
な
る
が
如
く
思
は
る 

、
な
b
ど
。
，而

し

て「

佘

の

*

味

に

於

て

期

間

を

延

長 

す
る
こ

^
が
、

1

般
R
、
投
資
せ
ら
れ
た
る
資
本
の
增 

划
ビ
平
行
し
て
進
む

ぐ
し
云
ふ
こ

^
は
、
其
が
ク
ラ

I
ク 

敎
授
に

£
り
て
彼
の
理
論
の
說
‘明
に
於
て
叨
か
な
り
得 

る
が
如
く
に
、
余
の
理
論
の
說
明
に
於
て
も
余
に
ど
れ

部
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六
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第

十

穴

卷

*
. ニ
八)

雜

0

,

資
木
の
木
質LL

鼸
1

1

$

て
明
0
な
る
こw

な

--
l)
。；
此
延
丧
せ
ら
れ
だ
る
生
產
期 

間
せ
增
加
せ
ら
れ
た
.る
資
本
の
投
資
に
於
て
何
れ
が
原 

因
に
し
て
何
れ
が
結
果
«
り
や
に
關
し
て
彼
が
余
^
意 

見
を
異
に
す
る
は
フ
吾
人
0
根
本
的
觀
念
に
於
け
る
相 

違
に
®
く
も
の
な
h 
oL_(

B
5
h

 
日
-

Bawerk, 

T
h
e

 

Origin 

of* Interest' Quar. 

Jour. of. 

w
o
o
; 

vol.
I
X
, pp' 383-

3
00
5
0 

，

し
ホ
，

H :

ム
• X

グ

エ
ル
ク
の
見
解
は
斯
く
，の
如
く
な
る 

が
、
此
»
に
關
し
て
、
ク
ラ
丨
ク
に
“一
般
に
反
對
:0
立 

場
に
在
る
タ
ク

シ
ッ
グHaussig

)

は
如
何
な
る
意
見
を 

抱
懷
せ
る
や
を
參
璐
す
れ
ば
次
の
如
し
。E

ぐ

「

繼
績 

:せ
名
分
業
の
下
に
於
て
"
生

產

村

，
程

が

延

長

せ

ら

：
る

^:
. 

か
或
は
短
縮
せ
ら
る
ヒ
か
云
ふ
は
、
輕
.卒
な
る
べ
し
。
 

何
ど
な
れ
ば
、
發
明
界
に
於
け
る
泡
立
及
殆
ん
ざ
如
何 

な
る
方
面
に
於
け
る
'新
方
法
の
幽
な
る
出
現
も
、
尙
ほ 

斯
る
結
粜
を
可
能
な
ら
む
む
る
も
の
な
れ
ば
な
ぅ
。
生 

產
行
程
の
終
り
を
定
む
る
は
事
實
困
難
な
ら
す
。
興
は

享
樂
の
始
.る
時
即
消
費
者
が
食
し
著
し
住
し
以
て
何
筍 

か
の
方
法
に
於
て
彼
の
滿
M
或
は
快
樂
に
資
す
る
も
の 

を
得
る
時
に
始
る
な
>
。
然
れ
ど
も
生
產
の
過
程
が
其 

起
原
を
有
す
る
點
を
指
示
す
る
こ
^
は
決
し
て
容
li
に 

め
ら
す
。
パ
ン
は
麥
粉
よ
り
作
ら
れ
、
麥
粉
は
穀
物
よ 

6
作
ら
れ
而
し
て
播
種
は
生
產
行
.程
の
出
發
點
な
り
。'' 

r
cれ
ど
其
種
子
は
前
の
季
節
に
：成
長
し
た
る
も
の
な
：
 

V

。
鋤
も
亦
純
子
の
播
か
る
\
以
前
に
作
ら
れ
、
其
鋤 

は
他
の
道
具
よ
り
作
ら
れ
？
，又
典
道
具
は
如
何
0 

::
:.さ
れ
ば
平
均
生
藤
行
程
は
如
何
な
る
提
さ
か
ご
云
ふ 

乙
€

は
事
賞
上
不
可
能
な
ぅ
。
茲
k
於
て
吾
人
は
實
際 

斯
る
場
合
の
平
均
と
云
ふ
意
陳
を
想
像
す
る
乙

>£
を
得 

る
な
り

0
吾
人
は
、
象
庭
の
沼
使
の
#
働
は
極
め
て
早 

し
享
樂
を
生
じ
"
，棉
花
エ
場
の
勞
働
者
の
其
れ
は
數
迴 

若
じ
く
は
數
ヶ
月
の
後
に
、：
西
姓
の
其
れ
は一

年
の
後 

に
、
船
大
工
の
其
れ
は
數
年
赴
し
く
は
數
十
年
の
後
に 

享
樂
を
生
ず
ど
言
ひ
蒋
べ
し
。
若
し
吾
人
が
短
き
行
程

ヒ
長
き
行
程
^
を
比
較
す
る
な
ら
ば 

> 
吾
人
は
吾
人Q

一
 

現
在
の
草
樂
し
得
る
所
有
物
を
作
る
R
は
、
平
均
し
て
、
 

如
何
な
る
長
さ
の
.期
間
を
要
せ
し
か
を
確
む
る
可
し」

 

(F. 

w
.

 

Taussig, 

W
a
g
e

 

a
n
d
o
a
p
i
t
a
l
「

r9I5” 

p̂-

I
P

-
J

2
)

ど
0

以
て
彼
の
意
見
の
大
要
を
知
る
を
得
べ

:

.
六

，ク
ラ
ー
ク
が
氷
車
工
場
^
蒸
汽
工
場
の
例
を
用
ひ
、
 

假
令
兩
者
の
生
淹
期
間
は
：、
：

Water-.II 
.の
生
產
期
間 

が

dam, 

race, 

wheel-pit

い
_
の
生
命
の
長
き
爲
に
.| 

層
長
.期
な
.る
を
以
て
、
’不
同
の
も
の
な
り
^
は
言
へ
、
 

投
せ
&
れ
た
る
資
本
^
對
し
て
同
利
率
を
生
ず
る
も
の
：
 

な
X

爲
し
た
る
主
張
は
.、亦
.ボH

ム
、
パ

グ

千

.
ル

ク

の
 

辯
驳
す
る
所
^
な

れ

即

言

へ

「

彼(

ク

ー

フ

ー

ク

) 

は
此
懷
に
於
て
ァ
生
產
し
期
間
は
生
^
カ
に
影
響
す
る
こ
，
 

ビ

f;
く

レ

て
延
長
し
或
は
®
縮
ず
る」

j 

eを
得
ヒ
云
.ふ 

證
據
^
な
甘
り
。
而
し
て
明
か
に
、
，生
產
期
間
を
長
く 

筇

十

六

港(

七
ニ
九
}

雜

錄

僉

木

，
の
本
質

|:
關

す
る
こ
^

は
生
產
行
程
を
一
層
效
染
多
き
も
の
た
ら
し 

む
^
云
ふ
余
の
斷
定
に
反
對
す
る
議
論
を
次
せ
り
ビ
信 

す
る
が
如
し」

ビ
。

.

,「

ク
ラー

ク
敎
授
の
議
論
は
’」

ボ
，エ
ム
'

ハ，ゥエ
ル
タ 

j

 

:

の
解
釋
に
依
れ
ば「

ニ 

p
r

o
d

u
c

t
i

v
i

t
y

 

'
匕ビ
云
く
言
葉
の 

\

用
法
に
於
て
彼
が
«

か
.

に
看
過
せ
る
瞹
味
に
基
け
る
が 

|
,如
ぐ
见
は
.る
、
な
り
。
：引
用
し
た
る
例
に
於
て
同
じ
大」 

き
さ
の
產
業
の
生
產
カ

(
w

q
u

a
l

l
y

 

g
r

e
a

t

 

ニ 

p
r

o
d

u
c

t
i

-

 

.
v

i
t

y

 

o
f 

l
.

n
d

u
s

t
r

y

o

‘ W

云
ふ
句
に
依
り
で
、
彼
は
投
資 

せ
ら
れ
た
る
資
本
に
對
す
る
同
率
の
_

子
K

云
ふ
こ
ビ 

4
J

®

味
す
。
然
れ
ビ
も
余
の
說
に
於
て
は
典
言
葉
は
全 

I

I

然
異
り
穴
る
事
柄
に
關
す
る
も
の
.

な
b

。
其
は
、
原
始 

I 

生
產
カ

(

o
a .
cr
Q

B -
a

l 

p
r

o
d

u
c

t
i

v
e

 

l
o

w
e

r
s
)

の 

一m

位
の 

消
費
^

對
し
て
-

―

即

各一

日
或
は
各」

月
の
勞
働
に 

,

對
し
て

——

人
は
同
じ
大
の
生
逄
物
を
#
る
か
ヰ 

或
は
或
場
合
.

に
は
他
の
場
合
に
於
け
る
ょ
b

も
大
な
る 

生
產
物
を
得
る
か
杏
か
ど
云
ふ
考
察
に
關
す
る
も
の
な 

1

m
 —

,

f
 

m i

四
九
.
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(

七
三
〇)

雜
錄
資
本
の
水
質
に
關
マ
る
ー
論
#

ン 

第

五

號

一

五
j
 

r

.

o

ff
i

者
は
、
生
產
期
間
の
®

さ

の

不

同

の

場

合

に

於

ば

、
役
せ
ら
れ
た
る
ニ
〇
〇
弗
の
資
本
に
對
し
て
ニ
年 

で
、：：最
初
の
意
味
に
於
け
る
同
.一

生
.

產
：力
ど
第
二
：

Q

意

問

に

一

〇
弗
の
利
潤
ぁ
る
べ
し
。
其
れ
故
資
本
は
ニ
分 

味
に
，於
け
る
同
一
生
產
方
を
は
相
瓦
に
一
致
す
る
に
及
,

五
厘
の
利
子
を
生
ャ
る
に
過
ぎ
す
し
て
、

ク
ラ
ー
ク
•

氏

：
 

ば
ざ
る
の
み
な
ら
ず
又
一
致
す
る
を
得
ざ
る
こ
i

を

容
•

0

解
す
る
が
如
き
、

p
r

o
d

u
a

v
i

t
v

 

o
f

 

b
d

s
t

r
y

さ
は
成 

易
に
感
知
す

V

し
ご
：(

B

o ih
m

-
B

a
w

e
r

k
,

 

o
p

.

 

|

少
す
可
t

。'

若
し
も
ク
ラ
ー
ク
敎
授
の
意
浓
に
於
て
、

3

00
5)

v ?)

述
ベ
て
、
此
場
合
に
も
亦
ク
ラ
一
ク
の
反
對
說\

生
產
力
が
減
少
す
る
こ

y

な
ぐ
#

す
ベ
き
な
ら
ば
、
余 

ば
I

全
ぐ
的
を
逸
せ
る
も
の
^

る
こ

V」

を
斷
言
し
、
.

以

て

|

の
用
ふ
る
が
如
き
^

^

&

泽

巴

p
r

o
d

u
c

t
i

v
i

t
y

 

-

ま
ニ 

巧
に
其
縱
錄
を
避
け
れ
り
。
而
し
て
此
斷
言
を
磘
實
な
一
年
の
期
間
に
百
ー
る
行
程
に
於
て
は
明
か
に
わ
い
大
な
ら
ノ 

ら
し
め
ん
が
爲
に
简
單
な
る

|

例
を
以
て
せ
り
へ
.

「
一
〇

.
ざ
る
可
ら
す
ノ
若
し
も
ー
ー
年
の
期
問
べ
於
て
人
が
ー
〇 

Q

日
の
勞
働
の
数
用
ほ
、.

賃
銀
•
か
一
日t

一
 

弗
.

な
る
場
合

j
O '

H

の
勞
働
b

以
て
一
〇
五
個
の
貨
物
を
生
產
す
る
な
：

: 

に
、

1

年
の
生
產
期
間
の
，終
り
.

に
於
て
各
個
一
'1

弗

一

〇

一
ら
ば
、
：ニ
，ニ
〇
弗
五
- 0

仙
の
結
局
の
收
入
或
は
資
本 

仙
の
價
値
め
る一

〇
〇
個
の
貨
物
を
產
出
す
べ
し
0

之

ー

；に
對
す
る
ー
年
五
分
の
利
子
^

な
る
な
り
0」

(

；3

&

?

( 1
,

ニ
〇
〇
兆
の
投
資
せ
ら
れ
れ
る
資
本
に
對
し
て
：ー

年

ー

B
a

w
e

r
k

,

 

o
p

.

 

c

r

p
.

 

1
300
6)

斯
る
列
を
以
て
す
、
尤 

ー
〇
卯
の
利
益
又
は
五
分
の
-

利
子
を
生
十
る
こ

V
J

な

政
て
.

彼
の
結
論
を
待

C

ま
で
も

な

ぐ

、

ク

ラ

ー

ク
.敎

唆 

シ
。’
若
し
h

生
產
期
間
が
ニ
年
に
し
で
技
術
的
生
產
が
の
意
味
に
於
け
る

e
q

u
a

l

 

p
r

o
d

u
c

t
i

v
i

t
y

 

o
f

B -d
u

s
t

r
y

同
--:
な
ら
は
、
II
I

一
0
〇
日
60
.勞
働
及
ー
ー
年
の
生
產
®

は
必
然
彼
の
意
味
に
於
てunequal 

productivity

を

i
:

;
-
-

.

•

.

:
'
 

:

.
 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

 

.,..
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

間
の
生
*
物
が
同
一
貨
物」

0

0
個
な
6

£
す
る
な
ら
：

意
味
す
る
も
の
な
る
こ
€
明
か
な
ろ
を
得
べ
し
。
何w

な
れ
ば
"
平
均
生
產
沏
間
及
資
本
の
投
資
期
間
が
永
：車 

H

場
の
場
合
に
は
實
際
ょ
6
長

姻

な

，
ら

ば

"

そ

の

期

間
 

に
*
し
て
同
，

一

利
率
を
擧
げ
得
ん
が
爲
に
は
、
水
革H

 

場
に
费
し
た
る
勞
働
の
技
術
的
生
產
カ
も
亦
ょ
り
大
な 

ら
ざ
る
可
ら
ざ
れ
ば
な

o
兹
に
於
て
か
斯
る
意
見
のj 

對
立
は
ノ
洵
に
其
根
本
槪
.念
の
不
同
に
歸
せ
ざ
る
を
#

j 

ざ
る
な
り
。七

： 

一

：

\ 

:
;

然
ら
ば
目
下
の
問
題
は
如
何
。
其
は
^
エ
ム
。
バ
ヅ
エ 

ル
ク
に
從
へ
ば「

吾
人
が
へ『

資
本
ヒ
に
，依
り
て
生
產
用
一 

具——

正
m

に
言
へ
ば
其
槪
括
的
名
辭
が
適
用
せ
ら
れ
Z
 

た
る
用
具
-―

の
金
額
を
意
味
ず
る
こ
t
が
明
白
な
ち 

ざ
る
や
否
や」

€ 
一

K

ふ
、
2

な
b

p
而
し
て
尙
ほ
彼
の
一 

意
見
に
ょ
：れ
ば
"「

資
本
は
淼
：林
が
樹
木
の
數
、
人

口

が

、
 

人
氏
の
數
而
し
て
圖
書
館
が
*:
籍

0
數
れ
ゐ
を
正
に
等
：

:し
く
、「

生
產
用
具
の
換
言
す
れ
ば
資
本
財
の
金
額
又
は 

數J

:̂;

る
な
\

此
點
に
關
し
て
ク
ラ
|
ク
.
0抱
け
る
見
*
は
即
。
ホエ

.第
十

六

卷C

七
1
2) 

_

錄
バ
資
本
の
本
質
じ
關
ャ

ム
V

バ
グ

H

ル
ク
を
L

T

最
も
首
肯
せ
し
む
る
乙
ビ
能 

は
ず
し
て
近
來
學
界
の
焦
點
ビ
な
6

し
論
举
を
惹
起
す 

る
に
至
ら
し
め
た
る
所
以
な
ぢ
。
今
ク
ラ
I

ク
に
對
す 

る
ボ
エ
ム
•
パ
グ
于
ル
ク
の
驳
論
め
要
點
を
次
の
數
點 

に
分
ち
て
論
述
せ
ん
£

欲
す
。

'第

一
は
、
ク

.フ
ー
ク
農
々
彼
の
根
本
的
觀
念
ど
矛 

盾
す
る
が
如
き
資
本
に
關
す
る
說
明
を
與
へ
た
る
乙
S 

?

o

換
言
す
れ
ば
、
彼
は
先
き
に
資
本
は
永
久
的
に 

存
續
す
る
元
本
に
し
て
、
而
し
て
此
元
本
が
一
定
の
時 

期
に
於
て
具
體
化
さ
る
^
所
の
資
本
財
ど
區
別
せ
ら
る 

、
も
の
な
b
>£
f

へ
る
に
も
拘
ら
ず
、
往
々
彼
は
資
本 

は
具
體
的
物
件
よ
り
成
る
が
如
く
思
は
す
る
言
僻
を
弄 

す
る
_の

，
植

看

に

陷
_れ
る
な
り
。
例
へ
.ば
ボ
エ
ム
*
バ
.ゥ
工 

ル
ク
の
引
用
せ
る
所
に
依
れ
.ば
、「

資
本
は
生
產
の
用
具 

よ
b
成
立
す
る
も
の
な
b
。
而
し
て
之
等
は
常
に
具
體 

的
に
し
て
物
質
的
な
ら
。

(Clark;. T
h
e

 

Distribut

o-n

 

of W
e
a
l
t
h
,

 

p. 

1
1
6
)
「

資
本
は
自
孩
す
る
財
よ
b
成
る

る一論爭

 

第
五
號
一
五
一



:

铒

十

六

猪

(

七
3

ニ)

 

.
_
;
:
錄-'
資
本
の
本
質
に
關

1

-输
爭

'

ン

い

」

^

丨 

第
S

 

5

ニ

<
Ibid,

>.「2
6
5
)
「

典
れ
を

(

資
本
を)

糖

成

す

る

具

體

的

.
身
の
言
葉
に
從
へ
ば
、〕

典
れ
よ
り
し
て
資
本
亦
は
成
立 

事
物

.
：

，

」
(

Icr
l
d'-
p
.

」

^)
「

其
ホ
を
構
成
す
る
に
資
し
組
織
せ
ら
る
、
な
り
ビ
云
ふ
こ
ビ
を
、

1£
に
記
述
せ 

す
る
各
用
具」

(
I
I

 P. 
3
3
5
づ

 

し
說
明
よ
り
し
て
菩
人
は
誤
れ
る
；も
の
ど
考
ふ
る
や
：或 

.及
貨
物
を
運
送
す
る
滹
の
用
具
：の
具
體
的
物
質
的
設
備
は
眾
に
明
か
な
る
こ

1

\
考
ふ
る
ゃ

」

€
。
而
し
て
K 

匁
り」

(Ibid, 

p. 

24

冶〕
「

世
界
の
資
本
.は

吾

人

に

j:;
:

Eく

「
1

組
の
物
體
が
消
失
し
て
他
の
も
の
が
其
%

K

r
 

\

て

『

勞
：作
す
る
人
類
の
手
に
庙
る
：ー
大
道
具』

の
如
ぐ
：
：代
り
て
現
は
れ
し
時
、
寄
^
 ̂

f

l

?

kは
る
.

I『

人

顧

が

.1
:
!然
の
.抵
抗
す
る
要
素
を
征
服
而
も
文
字
通
り
に
繼
續
的
存
在
を
有
す
る
も
の
は
It
1!
!
]

し
變
形
す
る
に
用
ふ
る
中
尙』

の
如
く
に
想
は
る
、
な

象

に

過

ぎ

ざ

る

f
 
o
其

柚

象

の

具

體

的

に

表

现

せ

し

，
： 

b

L

G

f

 

P

. *
'
I
I
Z

)

V
.
.

:

」

:

.

.

も
の
は
た
V

I

時
的
の
存
在
を
有
す
る
の
み
な
り
。
が

丨
:
- 

斯
る
^

屈
^

說
ま
は
れ
、
に
ボ
二
ム
ニ
ヴ

•

チ
ル
ク

|
 

く
解
す
れ
ば
.

純
辉
資
本

(

ミ

ヲ
0

叫̂

^

は
、客
觀
的
に 

がT
h

e

 

D
i

s
t

r
i

b
u

t
i

o
n

 

o
f

 

W
e

a
l

t
h

よ
ぅ
引
用
し
た
る
も
|

は
決
し
て
抽
象
《
ら
ず
《
雖
、
抽
象
に
於
け
る
資
本
^

' 

0
 

\
 

A

に
あ
ら
す
、
彼
.

の
-

-E
s

s
e

n
t

i
a

l
s

.
'

o
f

 

E
c

o
n

o
m

k

 

|

解
せ
ら
る
、
を
# :

べ
し
ど
、

ク
ラ
I

.ク

敎

晈

は

せ

浪

亡 

4

1

1
§

7

を
«

讀
す
る
者
も
亦
其
幾
多
の
章
旬
に
.

於

て

感j

ら
る
。
永
«

的

の

ぎ
°

^

|

は『

具
體
的
物
赞
的
ゴ 

失

す

る

所

た

り

^

り

、

『

具

體

物』
な

り

、
：

『

抽

象

.な

ら

ず

し

て

而

も

物

質 

兹に於てホ工ムニグ丄ルタは

.

問
ふ
、

「

此
人
類
的
實
在

』

，な
り
、

:.

ビ
言
ひ
し
場
合
ど
、f

而
も
文
字
通
り 

の
；裝
具

(
e

q
u

i
p

m
e

n
t

上
記
の
呼
I

指
す〕

は
具
體
的
に
繼
續
的
存
在
を
有
す
；る
も
0

は
唯
抽
象
に
過
ぎ
す
、

』

.
 

，
物

質

吖

泮

產

用

具

の

全

，
體

に

し

：て

、

(

ク
ラ
I

ク
敎
授
自
'
 

:

而
し
て
消
失
す
る
資
本
財
は
^

袖
象
の
具
體
化
3

れ
た

f
n -I 

—
—
—I——

—I———
—
*——
0W—

j—
—
——
—
—
—
M—
—
————

—I—
—

Ml—
——
—
—
———

B—
il—

a
w
—

名
の
な
り
^
;言
ひ
し
場
合V

J
0

間
に
は
、
如

何

に

顯

.
吾
人
が
資
本
ビ
.稱
す
る
も
の
、
最
も
»
著
な
る
一
の
#

著
な
る
矛
盾
の
存
す
る
に
あ
ら
ず
や

」

ビ
。

^
5
1
1
1
1
> 實
な
り
ど
な
せ
り
。
產
業
が
成
.功
的
な
ら
.1'
-
、
$
よ
1< 

Eaweik, 

capital, 

and 

Interest 

O
n
c
e

 

J
M
o
r
e
: 

I
.

績
す
べ
し
、
而
も
永
緻
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り
。
興
を 

Capital V. 

Capital 

G
o
o
d
v

 Quar. 

J
o
u
r
,

 

o
f 

E
C
O
,

侵
害
せ
よ
I

其
若
千
を
破
動
せ
よ
、
然

ら

ば

人

は

不

' 
voi.;.,XXI, 

pp. 

6-12) 

：ぐ
：
：

' 

'
:
ノ

ン

幸
を
蒙
る
ベ
t

o
而
も
人
は
失
敗
せ
ざ
ら
ん
が
爲
に
.資

‘

然
れ
ざ
も
右
に
靡
け
た
る
が
如
き
語
句
を
以
て
ク
ラ
.

本
財
を
破
壤
せ
■ざ
る
可
ら
ず
。
資
本
財
を
破
墩
せ
ざ
る 

I
ク
其
人
の
.眞
意
を
識
く
し
た
る
も
，の
^
推

定

す

る

はi

や
ぅ
保
持
す
る
な
ら
ば
，

V:

資
本
のT

部
を
破
壤
ぜ
し
め 

聊
か
早
計
に
失
す
る
の
嫌
あ
6
。.宇
句
を
正
確
に
用
ふ

|
し
場
合
に
蒙
る
ご
同
機
0

不
幸
を
感
ず
る
に
虫
る
べ

:

:
v 

べ
き
こ
.ビ
；の
肝
要
な
る
■は
蘇
に
*
々
：す
る
ま
で
毛
な
_

|
し
。
資
本
と
多
く
の
資
本
奴
ビ
の
問
の
最
も
顧
著
な
る 

こ
：ビ
な
れV

も
、
斯
る
章
句
は
来
國
學
者
が
木
用
意
の
ー
對
象
點
は
ヶ
賞
に
ー
方
办
消
失
性
に
比
較
せ
ら
れ
た
る 

t

間
に
：用
ひ
た
る
誤
り
ビ
看
做
す
べ
含
か
:0
彼
も
亦「

之
は
；
|
他
方
の
永
續
性
な
6

€
す
。
%
ぐ
の
如
き
ク
1フ
ー
ク
：の

：

不
^

議
^

も
ク
ラ
ー
ク
敎
授
の
S

論
に
あ
ら
ず」

.

ど

述

\

說
に
對
し
て
、
ボ
エ
ム
•

パ
、，ソ
ユ
ル
ク
は
彼
の
製
«
は
取 

へ
て
：
彼
の
^

敬
1

る
反
樂
洛
§

嚴
も
力
を
注
ぎ
た
る

j

純
な
る
例
に
て
も
明
か
な
ら
し
む
る
を
#

べ
し

C
て
>

E
I

を
探
求
せ
ト
ノ
。
是

策

ニ

の

非

雛

の

起

る

所

以

な

り
ブ

次

の

例

を

以

て

之

を

指

摘

せ

ん
^
せ
6
。
„
-
十

ニ

人

の

採
 

「

:

:;

八 

'
'

る
べ
き
食
卓
が
皿
、

«
1!
|
1、
'
ス
ブ
：1

ン、ホーク、ナ
、

;;
第
一1

は
資
本
の

p
e
r
m
a
n
e
n
c
y

に
對
す
る
非
雛
な

b

o

ィ
フ
の
如
き
具
體
的
惠
物
の
實
際
*
よ
り
成
立
せ
る
こ 

'

ク
.ラ
.け
ク
は
永
緻

(

P
Q
3巴〕

3
0
€

)

之
云
ふ
.事

實

を

以

て

ご

を

、
何
人
か
疑
は
ん
。
此
場
合
に
之
等

?)
^
々
の
物

'

邻

十

ブ

卷
S .

H

H

.

 

_

錄
資
本
の
本
質
じ
關
す
る
一
論
學

.

.

.

.

.

.

.

.

 

I

第

五

號

ー

五

ー

ー

ー

丨

：
_



第

十

六

卷(

七
三
四)

雜

錄

資

水

の

水

質

/.
*
關

す

る

.
ー
論
爭

 

筑
五
號 

:.
'

i

は
減
失
を
免
れ
す
、
從
つ
て
主
f

破
ば
れ
又
は
用
ひ
,
:
.'
言
ひ
得
べ
け
ん
も
、.
要
寒
の
守
備
隊
に
よ
9
て
爲
さ
る
；

 

愈
く
せ
し
も
の
を
狳
々
，に
取
換
へ
’る
こ
ど
に
よ
り
て
、

べ
き
も
の
は
其
が
何
な
6
^
も
又
彼
等
に
對
し
て
起
る 

絕
え
$
兀
の
嫌
役
立
た
し
む
る
を
得
' 
兹
に
於V

吾
人
べ
き
も
の
は
其
が
何
な
ト
ビ
も
、
其
個
々
の
人
々
に
よ

.

も
亦
®
語
を
用
ひ
て『

蓝
用(service)

は
殘
れ
ど
も
其
り
て
爲
さ
れ
ざ
る
可
ら

.す
或
は
彼
奪
に
‘對
し
て
爲
3
れ 

令

個
々
の
も
の
は
消
滅
す』

€
云
ひ
得
べ
し
。
何
人
か
、

\

ざ
る
可
ら
ざ
る
な
b

o
同
樣
に
、
資
本
に
對
し
て
®
る

:: 

此
事
愦
の
上
に
或
は
寧
ろ
此
言
葉
の
用
法
の
上
に
，
其

—
乙

ど
ば
典
れ
を
構
成
す
る
所
の
資
本
財
に
對
し
て
起
ら
：
::
:
:
- 

用
は
其
個
々
の
も
の
V
全
體v

同

--
-
に
あ
ら
す
而
も
全j

ざ
る
可
ら
ず
。
然
ら
ヤ
ん
ば
全
ぐ
起
る
こ
ビ
な
か
る
べ 

ぐ
異
れ
る
實
在
な 

云
ふ
學
問
的
結
論
を
、
*
け

ん

|

し
笈
爲
せ
り
0

:

'

.

^

ビ
欲
す
る
者
あ
b
や
。
此
は
如
何
な
る
種
類
の
實
在
な|

斯
る
見
地
出
發
し
て
彼
は
ク
ラ
！
ノの

per- 

.

る 

V

&や
。

l
al
o
M
w
v
^
b
T-
a

^

S

^

T

N

^

^

fi
t
i
m
a
n
e
n
t

'-
.u
n
c
h
a
n
g
i
n
g
f
u
n
d 

な
る
も
の
は
單
に
抽
象 

化
3
:る
、
所
の
、
或

.る
異
れ
る
精
神
的
實
在
な
る
も
の
す
し
て
思
索
の
範
圍
內
に
於(

い
；て
，の
み
存
在
す
べ
き 

あ
b
や
:0
斯
る
觀
念
は
不
合
m
な
.り
。
.
.或
は
恐
ら
ぐ
全
.
.一
.も
の
な
る
こ
：

:̂
.を
言
へ
^\ 。

.例
へ
.は
一
本
年
十
萬
®
の 

く何
！
？

の
實
在
な
か
る
べ
く
、
唯
肯
葉
の
1
法

式

に

過

|
價
値
に
達
す
る
原
料
品
及
機
械
を
¥
し
翌
年
同
價
値
の
.
:
: 

ぎ
ず
、
堪
%
る
抽
象
に
過
ぎ
ざ
る

-̂
り
0」

(

3
5
1
3
3
-
資
本
を
有
す
ビ
す
る
も
、
：其
#
す
る
•所
の
も
の
ル
同
一 

B
i
r
k
,

 

op. 

cit, —

 p
.
3

尙
ほ
又
彼
は

『

一
要
塞
の
衛
の
資
本
に
あ
ら
す
。：吾
人
は
現
實
の
事
物
が
年
々
共
通 

兵』

の
例
を
擧
げ
、
之
に
於
て
も
、
守

備

隊

は

數

世

紀

-に
有
す
る
或
性
質
を
抽
象
的
に
思
考
す
る
乙
ど
を
#-
。 

を
通
じ
て
永
續
す
れ
ざ
も
其
兵
隊
の
ー
人
は
然
ら
す
ご
例
せ
ば
十
萬
#
め

余

の

資

本

を

渴

ふ

る

場

合

に

，
、

-#
資

本
に
關
し
て
三
個
の
事
實
の
み
4>
:
念

頭

に±:
ぼ

せ

し

ビ'

.

す
。
.一
年
の
後
に
他
の
货
物
が
同
一
の
1ニ
個

の

特

徵

を

嫌

三

は

ク

ラ

ー

ク

のnapital-goods
ビ

其
A
b
s
t
?

有
す
る
こ
^
あ
る
べ
し
、
卯

同

一

槪

念

が

彼

等

に

適

用action 

W

の
.區
別
の
曖
眛
な
る
こ
ど
に
對
す
る
駿
論
な 

せ
ら
る
、
な
り
。
彼
等
.も
亦『

余
の
十
蔺
弗
の
資
本』

た

り

？

::
■
:

'

:

l
'

る
な
b
。
さ
れV 」

此
は一

一
つ
の
も
の
が
實
際
同
一
な
る 

一

capital

は
决
し
て
»
fc
し
て
存
在
す
る
も
の
に 

こ
ビ
を
意
味
す
る
も
の
，に
あ
ら
ず
。;
前
年
の
所
有
物
0.|

あ
ら
す
し
ド
て
、
具
體
的
資
本
財
し
其
結
合
す
る
こ
^

^

1

個
も
今
年
に
錢
ら
ざ
る
；：こ
ビ
あ
るV

ベ
、
.今
年

の

所|

よ
り
て
の
み
存
在
す
皮
云
ふ
こ

w

を
是
認
す
る
な
ら 

有
物
は
各
秫
の
點
に
於
て
前
年
の
其
れ」

？
は
相
違
しj

ば
、
資
本
財
よ
b
分
離
し
だ
る
資
本
に
は
何
等
具
體
的

：
i
u 

て
唯『

十
：萬
卵
0
佘
の
資
本』

を
特
；徵
.付
く
：る
H

a
に
於
.f

物
質
的
の
も
の
な
し
ど
沄
ふ
明
白
な
る
駁
論
も
、
之

を

' 

て
の
：み
同
ー
な
る
乙
定
あ
り
フ
此
积
度
の
繼
續
も
同
ー
一
避
け
得
ら
る
、
な
卜
。
然
れ
ど
も
斯
る
辯
證
法
を
用
ふ 

槪
念
の
適
用
を
是
認
す
る
に
足
る
。
.然
れv

も
其
.繼

續

|
:る
こ
ビ
は
極
め
て
輕
卒
に
し
て
、

却
て
無
意
識
^
反
對 

す
る
要
素
は
資
本
財
に
具
體
化
さ
れ
た
る
或
も
の
に
あ
ニ
の
證
據
に
陷
る
が
如
く
思
は
る
、
な
9
、
ど
ボ
エ
ム
* 

ら
す
し
て
、
全
ぐ
抽
象
な
る
，或
特
徵
の
單
な
る
結
合
に} 

.
V

グ
千
ル
タ
は
論
甘

^
ス
ク
..ラ
ー
.ク
敎
授
は
彼
&
身
の 

過
ぎ
ざ
名
こ
：ヒ
は
明
か
な
レ

0
何
も
'の
か
資
本
財
に
具
理
論
を
保
持
す

.ろ
に
當
り
て
饅
漭
R
提
言
し
て
、
識

者

： 

體

化

さ

る

、

も

の

あ

$
)2
せ
ば
ャ
其
は
彼
等
«
異
れ
る
，

.は
彼(

ク
ラ
ー
ク〕

の
所
謂
價
値
の
元
本
の
中
に
存
す
る 

:
何
も
の
か
：に
あ
ら
ず
、
：而
も
單
^
彼
等
の
：定
義
$
り

1_
0

:
抽
象
性
を
'讀
者
自
身
の
思
想
中
に
於
て
其
れ
に(

右

に

/::,，
:■ 

〈
Ibid, 

pp. 

9-10) 

述
べ
ft
る
が
如
く
に)

形
態
を
付
與
す
る
乙
S
に
よ
が 

第
十
，
I
 

(

七
三
五)

雑

^
 

:資本
の
本
質
|:
澜
ャ
ネ
ー
論
爭
.

.
第
五
號
一
玉
玉



1

.

S
 (

七
三
六)

雜
‘ 

笫

況

號
一
五
一
ハ

:て
、.

『

物
質
的
實
在』

に
變
せ
し
む
る
に
至
る
.べ

し

气

斯
. '

き
が
如
し
。
者
し

®
人
.が
生
產
上
.に
於
る
何
等
が
.

の
現 

く
の
i 
く
菩
人
の
及
想
:«
1:
具
體
的
資
本
財
を
有
す
る
實
の
效
果
を
資
本
に
歸
せ
ん
ど

欲
す
る
な
ら
ば
、
®

V 

こ
t
の
必
要
な
る
こ
ミ
が
、：
具
體
的
資
本
财
よ
；b
以
外
は
常
に
其
的
體
資
本
財
を
意
味
せ
ざ
る
可
ら
す
"
ク
ラ 

の
何
も
の
か
が
具
體
的
物
質
的
實
在
，を
權
成
ず
と
云
ふ
丨

>
敎
授
は
資
本
©
抽
象
慨
念
ど
具
體
的
資
本
財
ど
0 

こ
ど
の
何
等
か
の
滞

.據
な
と
，
：眞
而
目
に
.想
像

せ

ら

一
間
に
第
三
の
槪
念
を
柿
入
せ
ん
ど
試
み
、
而
し
て
此
館 

る
べ
: &

か
。
之
に
反
し
て
、
#

は
之
等
の
資
本
財
が
其

|

 

.三
の
も
0 '
に
物
質
的
實
在
€

し
て
の
現
實
の
存
莊
を
歸 

唯
一
の
^
體
的
事
物
を
«
成
す
る
こ
ど
.

の

明

白

.な

る

證—
せ

ん

ご

す

る

なさ
れV

J
_

は誤
！！

に

過

ぎ

ざ

る

な
 

據
に
は
あ
：ら
ざ
る

か
o
之

み
同
樣
の
辯
證
的
方
法
に
よ

I

W
ク

ラ
ー
ク
敎
授
は
、
.彼
の
創
造
が
、
彼
或
は
經
濟 

り

て

^
德
或
は

善

の

槪
念
の
如
き
最
、も
疑
ひ
'な
き

柚|

學
を
誤
»
に
陷
ら
し
め
ざ
る
や
ぅ
に
譏
り
/

若
し
く
は 

象

が

:«
勝

的

.^
物
に
變
せ
ら
，れ
#
ビ
云
ふ
T
>
を̂
，、
：
ク

|

何
等
か
の
援
助
を
與
ふ
る
も
の
ど
、
考
ム
る
は
誤
り
な 

ラ
1
ク
敎
授
は
認
め
，ざ

る
，や

。■之
等
の
抽
象
を
具
體
化

|
り
。之
等
の
間
®

の
學
間
土
の
取

扱
R

於

け

る

進#

は
、

:
 

す
こ
^
は
具
體
的
の
美
德
あ
る
人
に
關
係
し
て
こ
そ
思j

全
く
相
異
れ
る
龆
別
‘I

BS
;
も
ク
ラ
ー
ク
敎
授
の
導
，ト

,
 

考
し
#
ら
る
.、
な
り
。」 

：
I
.

せ
ざ
b
し

區

别——

に
基
く
，•か

如

く

思

は

る

、

な

b
o 

而
し
て
、
-
,吾
人
は
杣
象
の
方
法
：に

よ
&
て
、
：
具體的即其區

別
ビ
は
生
.產資
本
ど

消
*
資
本
ど
の
間
に
於
る 

资
本
財
及
變
移
す
る
資
本
財
よ
b
資
本
の
.槪

念

を

演

釋

M
別
なb

」
(
(
B
6
h
3
,
B
a
w
e
r
k
,

 

o
p
. 

c
l
r
l
p
p
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13-14) 

す
る
こ
ご
を

得
る
な
1

其
概
念
が
活
動

.

も
生
產
も
爲
：：

(

未
完
>

入
^

声v

る
こ
ど
は
、
鐵
槌
の
槪
念
が
釘
を
打
込
む
こ
ど
な

::
;
.

.

そ

の

現
狀」

を
叙
す
る

の

で

あ

つ

て

、

主
嬰
國
三
十
九
'

- 

v

\

r

チ

:
紹

令

 

/
ヶ
國
の
貿
易
を
ば
稀
々
の
見
地
か
ら
詳
密
な
統
計
を
以

* 

;て

說

示

し

て

居

り

本

章

の

紙

數

の

七

割

は

實

に

是

等

の

...：
：
：

小
t

太
I

「

海

商

國

の

立

場

‘か
ら

」

：：：

數字のみを以て埋められて居るが、その中には、

5

ハ
版1

1

5

ハ(

外
1

1

英
文
1

:

〇)

頁
册
界
の
貿
易

(

金

)

*«
に
,

省
}-
?

数

に

ょ

る

修

正

を

如

へ
 

定「

似
；
金

威

明

五

十

•

,

|
:

て
作
れ
る
近
似
的
貿
易
數
最

(

八
九
丨
九
〇
頁
>
陸
上 

.

货
都
來
京
、：內
外
出
版
株
式
會
社
發
行
：_

,

:•
:

賀
易
€
海
上
貿
易
ビ
の
割
合

C

九

：1

丄
一
頁)

及
び
無
形

''
::

:
本
書
は
荖
者
が
海
商
國
の
立
睡
か
ら
論
述
し
て
大
部|

輸
出
^
し
て
の
貨
物
雜
賛
收
入
の
程
度(

九
四
丨
六
1)

：
 

分

は

旣

：に

新

聞

ゃ

雜

誌

の

上

_で
發
表
し
た
近
作
數
篇
を
一
航
路
別
世
界
貿
易
表(

凡
六
丨
，1

0一
一
頁)

の

如

/
、
海

運 

極
め
て
作
つ
た
^0

で
、
奪
を
分
^
こ
：ヒ

八

。'.
今

、
：そI 

‘の
立
場
か
ら
見
て
意
義
®

&
も
の
が
含
ま
れ
て
居
る
。

；

,
- 

の
內
：容
の
大
綱
を
ば
讀
過
の
際
の
感
想
を
交
へ
つ
、
紹

«
最
後
の
も
の
に
就
て
觅
に
慾
を
云
へ
ば
、
此

の

表

に

,;
:
':
:
:

'.
介

す

る

。
.
.
：

 

V 

|::
;
對
せ
し
む
る
に
航
路
別
_
航
船
腹
最
を
以
て
す
る
こ
ビ
:
;
:

』

. 

ン
第
：

1)

章「

海
商
國
の
立
場
か
ら」

は
、「

本
邦
の
最
高
释| 

S
a
r
g
e
n
t

がS
e
e
w
a
y
s

 

of the 

E
m
p
〖r
e

に
於
て
な
せ
る 

■
政
策
の
®
調
を
な
せ
る5

 
ロ
問
題
は
海
商
國
ど
し
て
一
が
如
き
シ
得
ば
、
困
難
は
困
難
な
：る
.vへ
&
も
益
す
.る
所 

立
つ
こ
^
に
ょ
つ
て
始
め
て
解
決
せ
ら
れ
得
る
S
い
ふ
一
は
觅
に
大
な
る
も
の
が
あ
ら
ぅ
义
思
。
ふ
第
三
章
は「

世 

;.
こ
ゼ
を
述
べ
れ
の
で
あ
ら
て
へ
大
體
に
於
て
蕃
者
の

海̂
界
大
戰
が
日
本
の
經
濟
に
及
ぼ
せ
し
影
響」

•

を
題
す
る 

.蓮
®
濟
論」

.第
一

卷

第

：ニ
章
：の

論

旨

を

ば

敷

衍

雜

說

し

が

、
：
經

濟

各

方

面

に

關

す

る

節

單

U
る
叙
述
は
紙
數
の 

た
も
の
と
！

K

ひ
#
る
。

®:
に
海
询
國
し
て
立
つ
ビ
す
三
分
の
一
を
數
字
を
以
て
埋
む
る
卷
求
の
英
文
一
篇
を 

れ
.ば
活
動
舞
臺
た
る
世
界
> «
易

界

の

狀

態

を

知

る

の

必

»
て
之
に
充
て
、
あ
る
。

:'
要
が
ぁ
る
，
そ
己
で
第
二
章
_で

「

嫌
界
質
易
の
發
達
£

.

，著
者
は
海
運
が
貿
易
補
助
の
機
關
を
し
て
重
要
な
る

滞

十

六

卷

S

H

S
0

0

澌
刊
湖
介 

第
5

ー
ポ
七


